
ウィンブルドンのセンターコートに立つ 
１９８３年１０月 

中嶋 邦弘 

 

 ロンドン効外のウインブルドン（Wimbledom）で毎年初夏に聞催される全英オープンテニス大会（ウ

インブルドン大会）は、天然芝を敷きつめたコートで行われ、世界一決定戦と誰もが認めるところ。お

よそテニスをしたことのある人なら、一度はウインブルドン

のセンターコートでフレイすることを夢見る。ところが、芝

の養育のために大会期間中（１年のうち３週間ほど）を除い

て普段は使用せず、クラブの会員でもめったに使えない。大

会本戦出場は非常に困難なうえ、ハイランクのシード選手に

割当てられるセンターコートで試合をしたのは、本当に一部

の選手に限られる。日本人で最近センターコートで試合をし

たのは、１９７５年に女子ダブルスに優勝した沢松和子嬢

と、１９７３年男子シングルス３回戦で第１シードのナスタ

ーゼと対戦した坂井俊郎氏ぐらいなものである。（１９８３

年時点） 

 

 ウインプルドンのクラブ(The AII England Lawn Tennis ＆ Croquet Club）は、１８６８年（な

んと明治元年）発足、第１回大会を１８７７年に開催している。この由諸あるクラブを訪れ、ゴーリン

ジ総支配人（Sir. C.J.Gorringe。Chief Executive）の説明

と案内を受ける。４２エーカーの敷地に１８のローンコート

（芝生）、１１のハードコート（クレイ）を持ち、３７５人の

正会員、８４人の一時会員と若干の名誉会員と、メンバーは

少数。なかなか会員になれない。現在、約７００人が入会待

ちで、欠員（会員の死亡）に際して、年令構成を考慮して入

会が認められるので、１９２３年からずっと待っている人も

いるとのこと。いや、正にイギリス的格式の高さ。 

ウィンブルドンのジ・オール・イングランド・ 

ローンテニス・アンド・クリケット・クラブ 

 テニスの腕前では永久に無理と、想像さえしなかったチャ

ンスが与えられ、１９８３年１０月１２日午前１１時、私は

ウインブルドンのセンターコートに立った。そして、隣接の

博物館に、第７１６枚目（１９７７年の１００回記念大会時

に１９７７枚限定で制作されたもの）のオーナーとして住所

氏名が登縁されたウインブルドン大会１００回記念プレー

トは家宝となる。（１９８３年、中嶋邦弘） 

 



 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


